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はじめに

6月25日日立市議会は採決の結果、受け入れ容認の表明をしました。

今回は5月25日の第７回環境保全委員会の各部会調査発表内容を紹介します。

５月の出来事

5月25日 環境保全委員会（各部会からの調査発表と意見交換会）

６月の出来事

環境保全委員会 （各部会では調査、研究、議論を重ねました）

日立市議会

6月4、16、22日 新産業廃棄物最終処分場 特別委員会

22日 委員会として条件付き容認

25日 市議会として条件付き容認

施設、環境衛生部会

水質監視

疎漏のない調査

迅速で正確な情報公開

想定する設備設計雨量と

将来の降雨予測手法を

予測するためのデータの

公開

搬入物の監視方法

・目視は古い

・画像データとAIの活用

地形・水文等の変化

埋立物、周辺地形変化監視

災害を未然に防ぐための

予防保全活動としての監視

遮水システム

浸出水処理については最新

設備の概要等の公開

安全・安心を高める

地質状況の追加調査

正確な測定データの公開

生態系の追加調査
処分場の形態で、

オープン型、クローズ型の

比較選定

異常値が発生した場合に

備え、市民に速やかに

知らせるよう※ＢＣＰを作成

各部会からの調査発表

もし造るのであれば

「環境都市宣言」をしている

日立市にふさわしい全国トップ

レベルの安全安心な施設にして

ほしい

編集後記

コロナ対策やオリンピック準備を見るまでもなく、政策には多くの人々の理解や共感が大切です。

理解や共感は政治的、感情的な議論ではなく、科学的な知見に基づいた議論の積み重ねに

よって、醸成されます。

私たちは「理」を大切にして、令和の時代にふさわしい建設的な議論を重ねて

いきたいものです。

「鮎川をきれいにする会」では年２回一斉清掃を行っています

（次回は１０月の第３日曜日です）

一見きれいな川です

しかし川底にはいろいろなものが捨てられています
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※ BCP 緊急時の対応計画

皆さんが心地よく使っていただける

ように草刈りも行っています

6月25日 日立市議会最終日の内容

「住民の要望が確実に実行されることを前提に処分場の受け入れを容認する」という特別委員会

委員長報告がありました。

その後、委員長より決議案の提出があり、質疑応答後、日立市議会として整備受け入れ容認が

採決されました。

梅林の鮎川の岸辺には、きれいなところでしか生息しないクレソン

や小さなカニたちの水辺の生き物もたくさんいます。

それらが生息できているのは、（この産業廃棄物の話が出る遥か

昔）昭和48年から約50年間も地道に鮎川をきれいにしていただけ

る人達のおかげなのです。何もしないでいると草だらけ、ゴミだらけ

の川となってしまいます。

これからも私達はきれいな鮎川を守っていきます。




